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函館市観光基本計画（案）に関する経済建設常任委員会での 
意見等について 

 

委員. 意見等 対応 

工藤 パブリックコメントでは，市民の方から

の意見なので，いろいろな意見がでており，

参考にするということだが，基本的な構想

に修正がないっていうのはどのような理由

か。 

観光基本計画の素案は，基本的には５年

後の函館観光のあるべき姿ということで，

基本理念，基本方針を記載している。 

意見の多くは個別事業の提言と受け止め

ており，今後の新年度以降の事業なり，関

係する各部局への参考にさせていただくと

いうことであり，計画そのものの表現につ

いてはこちらの方で網羅できているという

判断のもとこういった対応をさせていただ

きたいと考えている。 

 それでは，あくまでもパブリックコメン

トで皆さんからいただいた意見は個別のも

のであって，大きな構想には関係ない。例

えば交通機関の見直しについての意見があ

るが，これらについては観光部では案は持

っていないということで考えてよろしい

か。 

交通機関，二次交通含め，課題なり検討

事項というのは観光部の方も認識してい

る。ただ，こういったことについては，各

事業者や庁内関係部局との協議も必要にな

ってくる。当然，目的達成のためにいろい

ろ協議することはあるが，今回の素案の中

については二次交通なり，交通の件を大き

く網羅してその中で今後検討していくとい

うことである。 

 交通機関は日本中全国，観光地以外でも

大変課題になっているわけだから，函館市

としてはどういう観光にしていきたいの

か。 

長崎は「さるく博」といって，歩かせる観

光をずいぶんマップに収めている。いろん

なところからの交通手段，または歩いても

らう観光というのが目玉になっているが，

そういったことは，考えていないというこ

とが分かったので，まず市民の意見のこと

に関しては終わりにする。 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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斉藤 

 

観光基本計画は５年ごとに変わったの

は，今の情勢であれば当然 10 年から 5 年

に変わるのは私もそれでふさわしいと思

う。とても読みやすく，言葉使いもとても

受け入れやすい，良い計画。 

基本方針３と４が新しく加わったという

説明だった。やはり観光関連業者の方，そ

れから一般市民の方に少しでもこれからの

函館の観光はこういうふうにやっていくと

いう周知，意識の醸成をしていかなければ

と思う，どう考えているか。 

環境の変化が激しい中，10 年間だと見通

しが厳しく，５年間に短縮した中で計画を

策定。また，事業者，市民にわかりやすい

表現というのが，策定検討委員会で，第一

に出てきて，これまでのような行政だけで

はないということを強調しようということ

でこういった形になった。 

盛り上げる人を増やすというのは，観光

産業の担い手を確保するという意味も将来

的にはあるが，今後具体的には市民講座や

出前講座，大学生の研究対応も多い。中長

期的に函館の観光業に携わっていただきた

いという視点で対応している。 

また，経済，観光を通じて，函館が潤う

地域作りを進めると市民に理解してもらう

ということが今回の肝となる。観光の経済

波及効果は，実感してもらうということが

難しいという，計画策定検討委員会の認識

もある。 

観光業が潤い雇用環境の増加にもつなが

る，企業の業績が良いと市税の税収がアッ

プし，ひいては市民サービスの充実に繋が

るといった好循環を，わかりやすく周知を

図っていきたい。 

 だが，関連業者の方々は今までもずっと

観光に携わってきている方々なので，市民

理解を進めていくため，市として，どうい

うことを一緒にやっていきたいかというと

ころを，しっかりとアピールし，醸成を図

っていただきたい。 

 

 地産地消の推進について，観光客向けの

飲食店でも，地産地消いろいろやってると

ころなどある。素晴らしい情報発信をして

いる集客している飲食店もあるが，市とし

て地産地消の推進と挙げている以上，それ

ぞれのお店に自分たちで情報発信頑張って

くださいとおまかせするのか。情報発信の

仕方として何か考えてることがあるか。 

地産地消の情報発信の仕方について，非

常に素晴らしい取組をされている飲食店も

多数ある。市長の政策にもあるが，食の魅

力発信は一つ大きく掲げており，観光と結

びつく課題と認識している。経済部の飲食

店振興，農林水産部の農林水産業振興と連

携し，どのような形で発信すれば観光客に

届くのかを検討していく。 
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池亀 観光を一緒に盛り上げていこうという人

材を増やしていく。遺愛高校の生徒の皆さ

んの活動なども，市民の真心のこもった活

動が，そういう人材を増やすことになり，

おもてなしの心に繋がっていく。ここは非

常に評価できると思うので，しっかりと推

進をしていただきたい。 

今回の石川県能登半島地震に関わり，地

震発生時は観光客の対応が大変である。 

観光地は多くの観光客の方がいらっしゃ

る。函館の各宿泊施設においては，何か起

きたときにお客様を誘導できるよう訓練は

しっかりやってると思う。 

市として，観光客に対する防災対策をど

うするのか。こういう時代なので，基本計

画にざっくりでもいいからやはり組み込ん

でいくことが市として大事ではないか。 

観光客は市民と違い，土地勘のない方を

誘導するのはまた違った問題が多くある。 

特に，日本人はともかく，外国人の方とい

うのは我々も普段から難しい問題だと考え

ている。メインは宿泊施設になると思う

が，まず身を守ってもらうという，災害時

の対応はとっていただくにしても，その後

の情報収集や周知，交通機関などについ

て，庁内の防災体制の情報を逐次把握し，

情報提供できるように，関係事業者さん

と，今後検討をしていきたい。 

観光基本計画に書くかどうかについて

は，今日のご意見も踏まえ，また来月以

降，策定検討委員会や庁内協議で修正の機

会もあり，そういった中で意見が出れば，

検討したい。 

  

気候変動の激しい時代である。 

例えば，どことどう連携をとっていくのか

など，石川県能登半島地震を通して，改め

て陸海空のアプローチ，万全にしておくこ

とが大事。 

避難所と言っても，ホテルの方が誘導す

るかもしれないが，観光客の皆さんは土地

勘がない，肩身が狭いというのを前提に，

きっちり考えておく必要がある。 

 

万が一のときも含めて，安心して安全に

観光いただけることが大切だと思ってい

る。ただ，市内にいる方は，観光客であろ

うと市民であろうと，やはり罹災した場合

には避難所にご案内するところであるが，

考えていきたい。 

  

何か機会がないと，なかなか真剣に考え

られない，しっかり検討する必要がある。

観光部として，観光客の皆さんをどうして

いくのか。そういうことをしっかり研究し，

市として，どういうことするのが大事なの

か考えていく必要がある。これは強く要望

しておく。 

観光の街函館として，市民がどう恩恵を

受けているのかというところは，年に１回

でも２年に１回でもいい，こういう基本計

画を作ったときでもいいので，時には市長

から語る機会があっても良いと思う。ぜひ

今後検討していただきたい。 
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荒木 観光業の活性化により他の関連事業も効

果があって，また，函館市内全域に経済波

及効果が出るということが大きなポイント

かなと感じた。その入り口は何かと考える

と，観光客がいかに函館でお金を落として

いくか。これを上げていく計画なんだと。 

具体的には大きく２つ。 

観光客が今もう割とマックスまで来てい

る春夏の繁忙期は付加価値を上げ，１人当

たりの消費額を増やす。２つ目は，秋冬は

とにかく人を増やすということ。 

全体を通して今回の観光基本計画のポイ

ントはそこにあると読んだ。 

感想としては，本当に５年でこれができ

るのかというぐらいメニューがいっぱいあ

るなと思ったので，総合的にやっていくと

いうよりも，どこに力を入れていくのかと

いうことを，今後明確にした方が良い。 

特に富裕層向けの商品作りという言葉が

あったが，今函館が考えている富裕層とい

うのは，どのあたりの富裕層のことをター

ゲットとして見ているのか。 

富裕層のイメージは様々だと思う。アラ

ブの大富豪，石油王だとか，アメリカの不

動産王などいろいろであり，富裕層にもス

ーパーリッチからミドル，アッパーミドル

というような方々まで様々だと思う。 

スーパーリッチの人たちに，我々がアプ

ローチするということは，実際はほぼない

と考えており，現実的なところでは，例え

ば中国のアッパーミドル層で年収 2,000 万

円といった階層をターゲットとして，実際

に今年も事業にも取り組んでいる。 

また，一般的に欧米の方々は消費額が高

いということも言われており，欧米へのプ

ロモーション強化ということも，一つ課題

なので，その中に富裕層も含まれてくると

考えている。 

  

中国のアッパーミドル，年収 2,000 万円

ぐらいの層が，函館に来て，例えば何をし

たいか，どんなことにお金を使いたいのか

ということを把握するための手段として，

どういうことを考えているか。 

 

今年度も，既に中国系旅行会社と連携し

ており，そういった方々のモニターツアー

や，それを商品造成に繋げていくといった

取組を進めているところである。 

  

観光基本計画の中にアドベンチャートラ

ベルを求める富裕層も喜ぶプログラムにつ

いての記載があったが，富裕層相手だと本

当に顧客満足の求めるレベルも高くて，対

人スキルも求められると思う。おもてなし

や対応してくれたサービス，その人のスキ

ルというのも大事だと思うが，そういった 

富裕層が喜ぶアドベンチャートラベルのプ

ログラムを函館で提供できるのか。具体的

にどんなことを考えているのか。 

 

アドベンチャートラベルは３つの要素が

必要だが，北海道が優位であるアドベンチ

ャー部分というのが自然環境。函館は，そ

こはアドバンテージとしては少し劣る。そ

ういう意味で，富裕層の嗜好にフィットし

たコンテンツを提供できる事業者が，現在

営業してるかというと理想的な環境ではな

いと思う。 

カヌーやトレッキングといった一般的な

アドベンチャートラベルの事業者はいる

が，富裕層にフィットしているかというと

そうではなく，大きな課題であると考えて
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いる。 

富裕層向けの宿泊，それから交通，ガイ

ドのスキル。そういったことも含め，富裕

層を受け入れていくということに関しての

課題だと受け止めている。 

 

  

私もそこは課題だと思ってる。例えば中

国のお金持ちが来たときに，本当に他には

ないもので，函館でお金を落としてくれる

ものが，アドベンチャーツーリズムなのか，

他のツーリズムなのか，どこで稼げるのか

ということは考えていただきたい。 

先ほどアッパーミドルとかスーパーリッ

チという話があったが，私は今回クルーズ

船が来たときに同じことを感じた。カジュ

アルクルーズで来る方もいるし，高級なク

ルーズ船でいらっしゃる方もいる。高級な

クルーズ船で来た富裕層の方は，良いトラ

イアルになると思うので，港湾空港部と連

携し，その富裕層のニーズを把握するとか，

トライアルをするとかっていうことが必要

ではないか。 

 

 

おっしゃるとおりだと思う。そういった

機会はめったにないが，たまたま新しい船

の初回寄港の時におじゃまさせていただく

機会があったが，小型の船で室数も少な

く，乗客も多くはなかったが，ヨーロッパ

のかなりリッチな方が乗船されているとい

うことだった。 

一方で，非常に大きな船で，比較的料金

の安いクルーズ船もある。そういったこと

で比較がうまくできるのではないかなと思

った。 

その時はそういった市場調査は実際に着

手できなかったが，そういったことが何か

できないか，港湾空港部とも連携して考え

ていきたいと思う。 

 宿泊日数の増加について，「広域連携によ

り宿泊日数の増加を図ることによる観光消

費額の拡大」とあるが，旅行日程というの

は，ツアーであれば先に決まっているし，

お休みの日数も決まっている。その中で，

宿泊日数を増やす，すごくハードルが高い

と感じた。 

それよりも，函館に滞在している間に，

いかにお金を落としてもらえるか。そちら

に特化した方が，効率がいいのではないか

と感じたが，そのようなデータとか，何か

エビデンスがあったらお聞きしたい。 

宿泊日数を増加してもらえるようなキー

となるようなことは何なのか。 

 

宿泊日数を増やすか，短期間でも，滞在

中の消費額を増やすのがいいのかという議

論はある。広域連携をする意味は宿泊日数

を増やすということ。すなわち滞在期間が

延びると自ずと函館に落ちるお金が増え

る。その時にキーとなるのが広域連携。 

この計画の中で考えているのは，札幌ま

で，また，その近郊までである。 

函館から日帰りで行って帰って来れると

いうところの連携も大事だと思っており，

特に七飯町，北斗市，鹿部町などでアクテ

ィビティーや観光スポットを楽しんでいた

だける方が増えれば、宿泊施設が集積して

いる函館への宿泊も増えると考えており，

そのような情報発信や，魅力の掘り起こ

し，近隣市町との連携というのがキーにな

ってくるというふうに考えている。 
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京都などでも，オーバーツーリズムの被

害，色々な課題が出ている。函館で懸念さ

れているオーバーツーリズムとして，具体

的にどのようなことが想定されるか。 

 

京都や鎌倉のように，市民生活に直接脅

威が及んでいるケースは我々としてはまだ

把握していない。 

ピンポイントでいうと，皆さんご存じの

とおり函館山へのアプローチ，夏場の夜景

のある時間帯はやはり集中している。 

来ていただくため，誘致はするが，これ

以上，この現状で誘致していく，来ていた

だきたいというのは，なかなか言えないよ

うな。日没前後のピークが本当にひどく，

交通渋滞もしくは上の展望台の危険な状態

というのも聞いてる。 

そういったことについて，一般車両の通

行規制や，ロープウェイさんの協力も得な

がら安全な誘導など，手を尽くしている。

ただ，それだけでは不十分だということ

で，若干予算なり関係機関との協議が必要

になるが，何とか山頂の展望スペースの誘

導，分散誘導や安全確保という部分，マナ

ーの啓発など。場所の占領という声も若干

聞いている。そういった意味では，函館山

に対するこれまでの展望環境の改善は，今

後も我々の大きな課題だと考えている。 

  

オーバーツーリズムはおそらくもうアッ

パーにきているので，数を制限すべきなの

か，もしくは何らかの対策を施すことによ

って解消できるのかという，どちらかだと

思うが，函館山に関しては，まだまだ後者

の方で対策できることがあると思う。 

 

 

 パブリックコメントの方で１点だけお伺

いするが，７ページ目の 24 番のパブリック

コメントがあるが，１つの例になるのだが，

市の考え方のところで，貴重なご意見とし

て事業検討の参考とさせていただきますと

いう回答がものすごく多かった。もちろん

パブリックコメントはあくまでも観光基

本計画の表現とか，記載についての意見を

求めてきている部分もある。 

市民からの要望で，例えば，達成度の報

告とか，観光アドバイザー会議において外

部の委員さんたちが事業の検証など，毎年
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数が多いからというのも分かるが，内閣 

府が出しているパブリックコメントの概要

を見ると，やはり提出された意見がどう考

慮されて，反映されたか，もしくは反映さ

れなかったかということをきちんと市民に

返す必要があるんじゃないかと感じる。 

例えば，この 24 番の「ボランティアガイ

ドなど，市民との連携とその成果が思った

ほど見えてこないので，そのあたりをどう

してきたかの達成度や経緯を報告して欲し

い。」っていうものに対しては，ちょっとこ

の回答はそぐわないんじゃないかと個人的

に感じた。このあたり今後，参考にした結

果というのは，市民に対して何らかの公表

はするのか。 

 

検討していく中で，公表をすべきだという

意見があった場合や，効果があった部分に

ついては積極的に公表するといった手法も

今後検討していきたいと考えている。 

 折角、今回こんな素敵な基本計画になっ

て，市民と一緒にやっていこうというマイ

ンドになっているので，これを逆手にとっ

て市民からのパブリックコメントでこうい

うのが出たというのをＰＲできるいい場だ

と思う。そういう使い方も検討いただきた

い。 

 

野沢 いただいたパブリックコメントについ

て，意見提出者のところが個人６名の方か

ら 44 件とある。内訳はどうか。 

1 人１件，２件の方もいた。多い方が 31

件。あとは残りの方々が数件で，計 44 件と

なっている。 

  

明確な回答じゃなくても，質問に少し寄

り添ったというか，この質問に対しての回

答だっていうのが分かるような。自分が質

問した立場であればどう思うか。 

基本方針の３番目に盛り上げる方という

ことも掲げているので，貴重な御意見を寄

せてくださっている方に対する誠意といっ

たものは持つべきではないか思い，意見と

する。 
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工藤 時代が変わり，観光基本計画の中でいろ

いろな対策が講じられた計画だと思ってい

るが，８ページの経済における観光の役割，

ここもとても重要なことだと思う。 

観光産業の活性化，他産業への経済効果

の波及，豊かな市民生活。これはちょっと

今までにない計画，項目ではないかなと思

っている。観光部の予算が１億円あるわけ

だが，函館市民の税金で，観光客のために

使われているのではないかという不安と疑

問があるようにも感じている。その中で，

そうではないよと，経済効果が必ずあるん

だということが示され，市民を巻き込んで

の観光を考えるべきだ。 

３つ目の③に函館を誇りに思う。観光地

としての函館を誇りに思う。函館愛の醸成

というのがあるが，これは本当に大切なこ

とだと思う。函館の観光で他都市と違うと

ころは函館の歴史性と歴史に伴う建物，街

並みだと思う。 

ミシュランガイドにも載せられた函館山

からの景観もそうだが，朝市だとか金森倉

庫群。これはなぜこうのようにできたのか

という歴史。歴史をもっと函館の人と共に，

作り上げていく観光資源というのも必要で

はないかなと思う。 

昔，函館山の要塞を観光資源にしようと

いう取組も行われたと記憶にあるが，いつ

のまにかそれもなくなってしまったかと思

っていたが，それも含めて，函館がなぜで

き上がったか。函館の経済はこのようにし

て生まれたとか，北前船の歴史だとか，歴

史と町並みと景観と食は１つにまとまるテ

ーマとしてあると思う。それを他都市と違

う観光資源として，もっと函館をＰＲする

ようなことを考えていただきたい。 

函館出身のいろんな芸術家がいると思

う。現在活躍している漫画家さんも，アー

ティストもいるし，歴史上の方々もいる。

この方々をもっとクローズアップして，函

館の歴史と共に語っていけるような，そん

策定検討委員会は学識経験者の方々，業

界関係の方々，それから一般公募の方で学

生さんや個人でガイドされている方で構成

された委員会であり，その中でこの素案の

骨子が作られてきた。 

事業者と市民の関わり，観光産業と市民

の関わりにスポットを当てようということ

で，議論が進んできて，歴史教育や，歴史の

重要性っていうところの個別の施策になる

と思うが，そこの議論はなかったというの

が実際ところである。 

おっしゃっていただいてるような，その

歴史があって函館の今の観光が成り立って

いるということは非常に重要なことだと認

識はしている。 
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な観光資源を作っていっていただきたいと

思うが，この計画をつくるにあたり，そう

いう函館の歴史的なことについて意見は出

されたのか。 

 

  

また別な場面もあると思うので，いろん

なところで質問や，提案，提言させていた

だきたいと思うが，最近話題になっている

アニメの名探偵コナンで函館が舞台にな

る。また，大泉洋さんが吹き替えに入る。そ

のほかにも，いろいろな漫画，本の方でも

函館が舞台になっているものが多く出され

ているので，それは本当に嬉しいことだし，

今，日本中の観光のツアーを見ると，その

街の歴史を探るとか世界遺産ツアーとかが

あるようにも感じているので，函館の歴史，

何かその辺もちょっと考えて，これからも

提言させていただきたいと思う。 

 

板倉 ２次交通の話が出ていたが，アドバイザ

ー会議や計画策定検討委員会でも，この２

次交通の議論は意見が出されていたと，議

事録を見ても分かるが，観光に来た皆さん

の交通需要と，一般市民の皆さんの交通需

要にはやはり隔たりというか，乖離がある

と思う。市民の方が通常どこかお出かけに 

なるのに使う交通手段，それと観光客の皆

さんがここに行きたいという目的で使う交

通手段。そういうのは，やはり違うと思う

ので，観光に特化したと言うつもりはない

が，そこのところは観光客の皆さんに利用

しやすいような交通機関あるいは交通手

段，交通路線。こういったものを観光基本

計画として考えていく必要があるのではな

いかと思うが，いかがか。 

生活路線あっての観光もあるかと思う。

あと，事業者さんの人材不足や取り巻く環

境というのはなかなか厳しいというのは，

我々も認識している。 

観光ルートというのは，やはりほぼ決ま

ってる部分もあるかと思う。東部４支所管

内だとか，遠い部分もあるが，人手不足の

解消はもちろん，事業者さんで対応してい

ただく部分もあるし，我々とすればいわゆ

るＤＸ化，デマンド交通とか，そういった

観光客に特化した対応策としてどういった

ものがとれるのか，アドバイザー会議や直

接事業者さんと，今後どういったことがで

きるのか，関係部局もあるので，そういっ

たところとも今後協議していきたいと考え

ている。 

  

事業者だけに任せても，採算主義に行く

となかなか難しいと思う。 

東部４支所の話も出たが，世界遺産や国

宝，そのようなものがある場所に行こうと

するとき，なかなか直接行けない。昨年の
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夏はグリーンスローモビリティをやったか

ら，そういう交通手段が新たに出来るので

あればいいのだが，やはり少し観光客の皆

さんにも調査とかアンケートを行って，ど 

ういうものが必要か，どういうことが欲し

いのかは市としても十分把握して，事業に

生かしていくことが必要だと思うので，ぜ

ひお願いしたいと思う。 

前に長野県の茅野市に行った。あそこに

も国宝になっているのがある。そこに行き

たかったが，そこに行くバスは１日数本し

かない。午後になるともう行けない，行っ

たら帰って来れない。このような状態であ

る。やっぱり観光の魅力という意味では，

少しマイナスというかリスクになってしま

うから，十分検討いただきたいと思う。 

 斉藤委員から，基本計画の市民に関わる

部分を市民に周知すべきだというお話があ

った。私も大変重要なことだと思う。市民

だけでなく，それぞれ事業者なんかもそう

だが，今回の基本計画は市民の皆さんにい

ろいろとご協力いただく，あるいはその意

識を持っていただくと書かれているわけだ

から，それは十分やっていくべきだと思う

が，具体的にどうしていくか，今考えはあ

るか。 

先程少しお話ししたが，市民，学生さん

への出前講座や市民講座とか，なかなかテ

ーマもあいまいな部分もあるので，そうい

ったとっかかりやすいテーマにするという

のも１つの手だし，紙面の活用もある。一

番見てもらえそうなのが，例えば市政はこ

だてや，ホームページのはこぶら，もしく 

は市のホームページで，例えばだが，紙面

が許すようであれば観光について連載企画

を考えるだとか。フォーラムとか説明会っ

ていうのは予算もかかるし，限られた方へ

の招待になってしまうが，少なくとも今ま

で以上に，観光基本計画が市民の皆さんに

身近なものだということを，今後いろんな 

検討をしていきたいと考えている。 

 言いっ放しや見せっ放しで，市民の意識

が高まるかと言ったら，それはなかなか難

しいというのは皆さんも承知だと思う。 

どういう対象で，どういう人たちがいつ

集まれるかというのはあるが，やはり実際

に函館市の観光をこうしたいんだ，だから，

例えばこういう市民にはこういう面でもお

願いをしたいし，みんな一緒にやりましょ

うという認識にならないと。ここでいう，

質の高い観光というものにはならないと 
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思う。課長が言われたことだけでは，なか

なか難しいと思うから，十分その辺のとこ

ろを徹底していただきたい。 

 

 観光基本計画は今回で５回目の計画にな

る。今までは 10 年間だったが，初めて計画

期間を５年間にした。アドバイザー会議や

計画策定検討委員会の議事録を見たが，こ

の計画期間の議論っていうのはあまりなか

った気がする。 

こういう時代なので，長い計画期間で目

標をずっと先に置くというのはどうかと思

うが，５年間にした意味はどういうことか。 

本計画はこれまで 4 回策定し，それぞれ 

10 年間という期間を設定してきた。 

議論の中で 10 年が長いとか，５年にすべ

きだという大きな流れというのはなかった

が，国，道，他都市の最近の計画期間の設定

という部分も当然踏まえた上で案を作っ

た。コロナはちょっと極端かもしれないが，

そういった国際情勢，社会環境，経済状況，

情報化の進展，10 年間といってもなかなか

先が見えない部分もある。流行の変化も早

いということで計画期間を５年間にしよう

ということだ。 

10 年間だと策定委員会の皆さんも目標

だとかが見えづらいということで，比較的

先が見えやすい５年間についての具体的な

方向性を示そうという議論，前提があり，

５年間ということで作らせていただいた。 

  

10 年計画と５年計画のどちらがいいか

という議論をするつもりはないが，どちら

にも利点と欠点があると思う。10 年計画だ

と，一定のスパンの中で何をしていくかと

いうことが計画して持てる。社会の情勢は

変わるので，途中で見直しなどが必要にな

ってくるということももちろんある。 

５年間だと，この短い期間の中で何をす

るのか，実現できるかどうかと，そういう

ようなことも考えながらやっていかなけれ

ばならないなと思う。 

 

 

 ８ページに，あるべき姿と計画の基本理

念ということがあり，その中の右側に「市

民生活にも生まれる良い影響」と書いてい

るところがある。 

「観光産業からの経済波及効果の結果と

して，歩きやすい歩道などの都市機能整備

や観光産業への就職機会の提供など，市民

この中の歩きやすい歩道は，観光客向け

に整備した歩きやすいという意味ではな

く，一般的な市道に付随する歩道整備とい

う意味で書いたものであり，市民生活，税

収が上がれば市民生活に還元されますとい

うことの１例のつもりであったが，確かに

観光客向けの整備と勘違いされる書き方で 
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生活にも良い影響を数多く生み出していま

す。」と書かれてるいが，観光客のために歩

きやすい歩道を作っているわけではないは

ずで，市民のために歩きやすい歩道やユニ

バーサルデザインだとかインクルーシブの

まちづくりとか，その結果として観光客の

皆さんにも，歩きやすい歩道なり，そうい

うものが整備をされていくと考えるが，そ

の辺のところはいかがか。 

 

もあったと思う。 

 ６ページに函館市の観光資源というとこ

ろがある。バラエティ豊かな新しい観光資

源という中に，「観光・ＭＩＣＥ施設では，

キラリス函館・HAKOVIVA（ハコビバ）・

函館アリーナが誕生」というようなことが

書かれているが，確かに施設はできたが，

その施設ができただけで，それが本当に生

かされた資源なのかというところになると

ちょっと疑念がある。 

 

ここには新幹線開業以降に誕生した新し

い施設の一例ということでの表現であり，

観光資源として本当にこれが利活用され

て，観光振興に貢献しているのかといった

ところまでの検証を行ったものではない。 

 ９ページに「函館観光のあるべき姿」と

記載がある。あるべき姿という表現は今ま

での計画にはなかった表現だと思う。ある

べき姿というのはこうでなければならない

とか，こうあるべきだという意味合いの言

葉だと思うが，その下には「５年後の函館

観光が目指すあるべき姿」とあり，日本語

として適切なのかと思う。ここで言ってる

のは５年後の函館の観光はこうなっていな

ければならないということでいいか。 

確かに日本語の部分で指摘を受けると，

そうかもしれないなとは思う。これはあく

までも５年後の函館の観光の理想像を表し

たものである。 

  

あるべき姿というのはこうでなければな

らないという言葉なので，目指すとはまた

ちょっと違う形だと思う。その辺のところ

は表現の仕方を十分考えながら作っていく

ことが必要だと思う。 

 

 コロナを経験して，観光や旅行に対する

意識というのは少し変わったと思う。確か

に今観光客の皆さんが戻ってきたが，観光

の仕方はやはり国民あるいは海外の皆さん

個人の旅行が増える，車移動が増えるな

ど混み具合を避ける傾向は今後おそらくス

タンダードになっていくと思われる。我々

も何が今後のスタンダードになるかについ
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の意識も変わってるのではないかと思って

いる。その辺のところはどう位置付けられ

ているか。 

て，一概に答えは持ち合わせていないが，

当然，人の動き，海外の好みの部分も変わ

ってきていると認識している。それを踏ま

えた生活様式の対応，旅行形態の対応につ

いては，今後，ターゲットごとになるとは

思うが，細かいフォローができればと考え

ており，把握に努めてまいりたい。 

  

しっかり検討していただきたいし，他の

観光地もいろいろと施策を行っていると思

うので，その辺のところは十分調査をお願

いしたい。 

 

 

 先ほど市民の皆さんに対する周知につい

てお話させていただいた。観光基本計画策

定検討委員会には経済界，観光コンベンシ

ョン協会，湯の川それから函館のそれぞれ

の旅館協同組合の皆さんが代表として入っ

ているが，実際に事業者がどういうような

形で，参加しながら観光を盛り上げていく，

または新しい観光を作っていく。そのため

の重要なキーパーソンになっていくわけだ

から，観光事業者や旅行事業者とかの声を

どういうふうに把握して計画に生かしてい

るのか。 

策定検討委員会の委員の皆様が各関係団

体を代表されているということで，当然そ

の立場で，発言，検討いただいているとい

うのが大前提である。そのほかに，公に意

見交換の場を函館市の観光部と各団体と組

合と役員が勢ぞろいして持つという機会を

作ったわけではないが，日常的に役員の

方々と意見交換もすれば，雑談の時もある

が，情報交換もしている。 

今後の函館観光の進むべき道，将来像と

いうようなことも経営者の皆様と，日々意

見交換をしている中で，そういったものが

反映できたものになったと認識している。 

  

私は，観光部の皆さんにもっと外に出て

いただき，直接，事業者の皆さんや利用者

の皆さんの意見を聞く機会を作っていくべ

きだと思う。 

事業主の皆さんだって，色々と意見をお

持ちで，それを組合の代表の方が全てお話

しできるということでもない。中には貴重

な意見もあれば，市にとってあまり聞きた

くないような話もあるかもしれない。やは

りもう少し直接お話をする機会を作ってい

くべきだと思うので，ぜひ参考にしていた

だきたい。 
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 基本理念だが，「観光の価値を高め，函館

を照らす ～もう 1 回，もう一泊，もう○○

～」と，その○○の部分については観光事

業者初め，市内の事業者，市民の皆さんに

も自分のこととして考えて欲しいというこ

とだ。基本理念も，観光基本計画も，単に函

館市の行政の計画というよりも，市民だけ

でなく，観光に来る方々やその観光を手が

ける事業者の方々にどれだけインパクトを

与えられるか，あるいは行ってみようと思

ってもらえるか，その辺のコンセプトとい

うかフレーズ，そういうものでなければな

らないと思うが，そう考えたときにこの基

本理念のフレーズというのがどうなのかと

思うが，市としてはどう考えているか。 

あくまでも策定検討委員会の中で作られ

た，各委員のアイディアがこのフレーズに

集約されているが，全国の観光客に向かっ

て発信するためではなく，あくまでも地元

の事業者さんが５年後，どういった函館を

目指すのか，それを表そうということで作

られたものと認識しているので，これは策

定検討委員会の皆様が，地元事業者にこの

思いを伝えたいということが表現されたも

のと認識している。 

 策定検討委員会で議論されて，結果とし

てこういうフレーズになっているというこ

となので，それに異議を唱えるつもりもな

いが，この観光基本計画がどういう位置づ

けなのかということに対しては，今の次長

のお答えとは少し違って，市民なり地域な

りということだけではなく，やはり函館の 

観光はこうなんだということを，外に向か

ってもお知らせをしていく，そういう計画

であるべきだと思うので，その点は少し考

え方が異なるのかもしれない。 

 

 最後に１つだけ，この観光基本計画は方

向性や考え方を示したものだなという受け

止めである。一般的にこういう基本計画を

作ったとき，具体的に何をやっていくのか

というのを実施計画や行動計画などで具体

的に目標を定めて，いつまでにこういうこ

とをやっていくとか，そういうものを市も

作ってきたと思うが，その辺はどう考えて

いるか。 

５年間のスパンの中で，例えば平均宿泊

数を1.48泊にするための具体的な施策は何

があるか，また平準化指数も 0.58 を 0.63 に

するために具体的に何をするのかとか，あ

るいは今回出ている基本方針の中でいろん

なことを施策としてやるというふうになる

今後５年間のあるべき姿を示すものとし

て，基本方針，理念を提案させていただい

ている。 

それについては個別の政策，具体的な事

業が当然必要になってくる。その都度優先

度に応じて予算の範囲内で観光部を筆頭に

関係部局も予算要求することになったりす

る。それ以外にも，民間事業者の事業につ

いてもできることできないこともあるかと

思うが，我々としては５年間で平均宿泊数

を伸ばすには，我々にできることはこうい

ったことだということを常時協議しなが

ら，対象事業をピックアップしていき情報

共有していきたいと考えおり，また，アド

バイザー会議でも議論していただいて効果
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が，これは具体的にいつまでにどうするの

かっていうことなどは，ある程度，実施計

画のようなものを作って目標とすることが

必要でないか。 

検証等を続けていきたいと考えている。 

  

予算のことを言い始めるとできないもの

はできないんだなとなってしまうので，そ

こはあまり考えず，何ができるかではなく，

できるためにどうすべきかというふうに考

えてやっていただきたい。 

 

 

 


